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丹後半島沖から得られた日本海初記録の Sebastes melanostictus（メバル科）
および本種に適用すべき和名の検討

和田英敏 1・甲斐嘉晃 2

A single specimen (420.2 mm standard length) of the Black-
spotted Rockfish Sebastes melanostictus (Matsubara, 1934), 
previously known from northern Japan, Kuril Islands, Aleutian 
Islands, Bering Sea, and the Pacific coast of North America, was 
collected from off Tango Peninsula, Sea of Japan. In Japanese 
waters, S. melanostictus has been recorded only from the Pa-
cific coast of Hokkaido to central Honshu. Thus, the specimen 
represents the first record from the Sea of Japan. As result of an 
assessment of Japanese name for S. melanostictus, “Aramenuke” 
is recognized as a valid standard Japanese name for the species.
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 Abstract

Sebastes melanostictus (Matsubara, 1934)は，太平洋およ

び北大西洋の高緯度海域からおよそ 110有効種が知られ

るメバル科メバル属（Sebastidae: Sebastes）に含まれる底

生性魚類である．本種は主に北部太平洋の水深 45–439 m

の冷水域に分布しており，日本においては北海道から伊

豆諸島伊豆大島にかけての太平洋岸からのみ記録されて

いる（東京都島しょ農林水産総合センター，2001; Orr and 

Hawkins, 2008；中坊・甲斐，2013；甲斐，2022）．本種は

日本においては水産対象種として高価で取引されている一

方で，2017年に公表された環境省版海洋生物レッドリス

トにおいて，現時点での絶滅危険度は小さいが生息条件の

変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性がある準絶

滅危惧種（NT）として扱われており（環境省，2017a, b；

木村ほか，2018），分布記録や水揚げ状況などの基礎情報

の積極的な蓄積が必要とされている種でもある．

2022年 11月に日本海に面する本州丹後半島の沖合から

1個体の S. melanostictusが漁獲された．この標本は日本海

における本種の初記録かつ分布の西限となるため，ここに

報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Orr and Blackburn (2004)にし

たがい，その値を Table 1に示した．Orr and Blackburn (2004)

における各頭部棘の名称は概ね尼岡（1984）の対応する和

訳にしたがい，“coronal spine”は金山・北川（1983）を参

照し “額棘 ”の和訳を用いた．計測はノギスを用いて 0.1 

mmの精度で測定した．標準体長（standard length）は体長

または SLと表記した．本報告に用いた S. melanostictusの

1標本（FAKU 149558，体長 420.2 mm，京都府丹後半島周

辺海域　日本海，水深およそ 300 m，底曳網，2022年 11

月 6日，水嶋直樹氏採集；Figs. 1, 2）は，京都大学フィー

ルド科学教育研究センター舞鶴水産実験所（FAKU）に収

蔵されている．また，分布情報の補足的として神奈川県立

生命の星・地球博物館に収蔵されている S. melanostictusの

写真資料を用いた（KPM-NR 86799，神奈川県足柄郡真鶴

町岩沖，相模湾西部，水深 400 m，釣り，1996年 10月 20

日，岡本光央氏撮影；Fig. 3）．なお，神奈川県立生命の星・

地球博物館の写真資料（KPM-NR）の登録番号は，電子台

帳上では桁を埋めるための 0を付加した 7桁の数字が用い

られているが，本稿では有効数字で表記した．

丹後半島から得られた S. melanostictus

丹後半島産の 1標本は，背鰭棘数が 13，頭部背面に 8

対の頭部棘（鼻棘，眼前棘，眼上棘，眼後棘，額棘，耳棘，

頭頂棘，および頸棘）をもつ，眼窩下縁に 6本の棘をもつ，

頬部に隆起線をもたない，胸鰭上半部の後縁が丸い，胸鰭

下部軟条が肥厚しない，尾鰭後縁が浅く切れ込む，頭部背

面に 3本の淡い暗色横帯をもつ，体の背面と背鰭棘条部鰭

膜の基底付近に小さな黒色斑が散在する，および背鰭軟条

部，臀鰭，尾鰭，および腹鰭の遠縁部が暗色などの形態的
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特徴が，Orr and Hawkins (2008)と中坊・甲斐（2013）の

示した S. melanostictusの標徴によく一致した（Figs. 1–2）．

Orr and Hawkins (2008)は S. melanostictusを再記載する過

程で，体長 101.6–445.0 mmの 80標本に基づき 36項目の

計数・計測値の変異幅を示したが，丹後半島産の標本の

計数・計測値はこの値に内包された（Table 1）．Sebastes 

melanostictusは北東太平洋に分布する Sebastes aleutianus 

(Jordan and Evermann, 1898)と頭部背面に 8対の頭部棘を

もつ，眼窩下縁に 2本以上の棘をもつことなどの形態的特

徴を共有することで互いによく似るが，背鰭第 1棘長が

体長の 5.9–9.6%（平均 7.8%）［S. aleutianusでは 4.3–7.2%

（5.8%）］，背鰭第 4 棘長が体長の 12.0–18.4%（14.8%）

［9.8–15.5%（13.2%）］，および通常体背面と背鰭棘条部に

小さな黒色斑が散在する（黒色斑をもたない）などの形態

的特徴により識別される（Orr and Hawkins, 2008）．

Sebastes melanostictusはこれまでに日本，千島列島北部，

アリューシャン列島，ベーリング海，およびモントレー湾

を含むアラスカからカリフォルニア州南部にかけての北ア

メリカ大陸太平洋岸における分布が確認されており（Orr 

and Hawkins, 2008; Burton and Lea, 2019），日本においては

太平洋岸にあたる北海道（厚岸町，襟裳岬，および室蘭市），

岩手県（宮古市および釜石市），千葉県［銚子市および中

央部（かつての上総）］，神奈川県（三浦半島および相模湾

西部），および伊豆諸島伊豆大島において記録されていた

（Figs. 3, 4; Matsubara, 1934, 1943；金山・北川，1983；東

京都島しょ農林水産総合センター，2001; Orr and Hawkins, 

2008；中坊・甲斐，2013；甲斐，2022）．このように本種

の既往の記録は全て太平洋からのみ得られており，日本海

において記録された海産魚類を標本などの一次資料や文献

記録から網羅的にまとめた河野ほか（2014）においても記

録されていない．したがって丹後半島産の 1標本は本種の

日本海における初記録である．

一般に日本海は深海性魚類相に乏しいとされており（河

野ほか , 2014; Kai and Motomura, 2022），先述の河野ほか

（2014）においても S. melanostictusは日本海から記録され

Fig. 1. Fresh specimen of Sebastes melanostictus from the Sea of Japan. FAKU 149558, 420.2 mm SL. Photo by H. Wada.

Fig. 2. Infraorbital spines of Sebastes melanostictus from the Sea 
of Japan (same individual as Fig. 1). Blue break lines indicate 
outline of the spines. Black bar indicates 10 mm.

Fig. 3. Photograph of Sebastes melanostictus from western Sag-
ami Bay, Japan (KPM-NR 86799, captured at 400 m depth). 
Photo by T. Okamoto.
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ておらず，第 2著者による過去 20年間にわたる日本海に

面する京都府近海の海産魚類相のモニタリングにおいても

記録されていないことから，本種は本来日本海に分布・生

息しないものと考えられる．その一方で，S. melanostictus

はこれまでに北海道から東北地方にかけての北日本太平

洋岸から比較的多く記録されており（例えば金山・北川，

1983; Orr and Hawkins, 2008），この周辺海域が日本におけ

る本種の主たる生息域であると考えられる．この海域は本

来親潮の流域にあたり酸素と栄養の豊富な冷水が潤沢に供

給される環境であるが（Endo and Matsuura, 2022），この海

域は 2022年 6月から 2022年 11月にかけて黒潮続流から

派生した暖水渦の影響を受け親潮の影響が弱まっており，

水温が例年以上に上昇している状況にある（美山，2022a, 

b；気象庁，2022）．そのため丹後半島から得られた個体は

高水温を忌避して，本来の生息海域から低水温の日本海固

有水に支配される日本海深所に偶発的に来遊した可能性も

ある．また，日本海には頭部背面に 3本の淡い暗色横帯を

もつことで S. melanostictusに形態的特徴のよく似るバラメ

ヌケ Sebastes baramenuke (Wakiya, 1917)が分布しており（杉

山，2013；中坊・甲斐，2013；河野ほか，2014），両種の

混同もこれまで S. melanostictusが日本海において記録され

ていなかった一因であると考えられる．

Sebastes melanostictusが今回はじめて日本海において記

録された理由は不明であるものの，日本海における出現状

況や，その要因となりえる水温や海流などの海洋条件の詳

細については今後のモニタリングによる追加の検討が必要

である．

Sebastes melanostictusに適用すべき標準和名の検討
Sebastes melanostictusはMatsubara (1934)により上総（現

Table 1. Counts and measurements of Sebastes melanostictus. Means and modes in parentheses.

This study Orr and Hawkins (2008)
Sea of Japan North Pacific

FAKU 149558 n = 80
Standard length (mm) 420.2 101.6–445.0
Counts
  Dorsal-fin rays XIII, 14 XII–XIV (XIII), 12–15 (14)
  Anal-fin rays III, 7 III, 7–8 (7)
  Pectoral-fin rays (left) 18 17–19 (18)
  Lateral-line pores (left) 32 30–36 (31)
  Infraorbital spines 6 2–12 (5)
  Gill rakers broken 30–35 (33)
Measurements (% of SL)
  Head length 36.5 34.6–41.4 (37.6 ± 1.5)
  Orbit length 8.9 8.2–13.3 (10.4 ± 1.0)
  Snout length 9.1 6.6–9.5 (7.9 ± 0.6)
  Interorbital width 7.4 5.6–8.8 (7.4 ± 0.7)
  Suborbital depth 2.4 1.5–3.3 (2.3 ± 0.4)
  Upper jaw length 19.2 17.2–21.5 (19.2 ± 0.7)
  Lower jaw length 23.7 20.7–26.8 (24.5 ± 1.1)
  Gill raker length broken 3.9–6.8 (5.6 ± 0.5)
  Depth at pelvic-fin base 34.9 31.3–39.7 (34.9 ± 1.8)
  Depth at anal-fin origin 25.3 23.5–29.4 (26.2 ± 1.5)
  Depth at anal-fin insertion 13.4 11.3–15.3 (13.3 ± 1.0)
  Dorsal-fin spine I length broken 6.1–9.6 (7.9 ± 0.8)
  Dorsal-fin spine IV length broken 12.3–18.9 (14.8 ± 1.3)
  Pectoral-fin base depth 9.1 8.2–10.4 (9.5 ±0.4)
  Pectoral-fin ray length 26.2 22.0–30.0 (26.3 ± 1.4)
  Pelvic-fin ray length 19.3 19.4–25.0 (21.5 ± 1.2)
  Pelvic-fin spine length 12.0 11.4–16.9 (13.8 ± 1.2)
  Anal-fin spine I length 6.1 4.7–10.1 (7.1 ± 1.2)
  Anal-fin spine II length broken 11.8–20.9 (15.2 ± 2.2)
  Anal-fin spine III length broken 12.4–20.9 (16.6 ± 1.7)
  Caudal peduncle depth 8.3 8.2–10.6 (9.2 ± 0.5)
  Caudal peduncle dorsal length 14.6 11.3–15.0 (13.0 ± 0.8)
  Caudal peduncle ventral length 19.6 17.4–21.7 (20.1 ± 0.9)
  Preanal length 70.7 63.2–78.5 (70.0 ± 2.6)
  Predorsal length 33.7 31.6–38.4 (35.0 ± 1.4)
  Spinous dorsal-fin-base length 37.7 32.4–40.9 (36.3 ± 2.0)
  Soft dorsal-fin-base length 19.7 17.7–24.7 (21.5 ± 1.4)
  Anal-fin-base length 13.4 12.4–17.0 (14.2 ± 1.0)
  Pre-pelvic-fin length 41.7 36.6–50.5 (42.4 ± 2.5)
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在の千葉県中央部）から得られた 1標本に基づき新種記

載され，その際に本種に対して標準和名ゴマアカウ（ゴ

マアコウ）が提唱された．Sebastes melanostictusは日本に

おいて少なくとも 1965年までは有効種として扱われてお

り，これに対して一貫してゴマアカウ（ゴマアコウ）が

適用されている（例えば岡田・松原，1938; Matsubara, 

1943；松原，1955；上野，1965）．他方，上野（1965）は

オホーツク海，ベーリング海，およびアラスカ湾に分布

するメバル属の検索表を作成する過程で，S. aleutianusに

対して和名アラメヌケを提唱した．なお，上野（1965）は

S. aleutianusの特徴として小型の個体においてしばしば体

に不明瞭な点があることを挙げているが，S. aleutianusに

おいてはいずれの成長段階においても体に点のような斑

紋が認められていない一方で，S. melanostictusではほと

んどの個体で体に小さな暗色斑が散在するため（Orr and 

Hawkins, 2008），和名アラメヌケが提唱された際に認めら

れた種には，少なくとも S. aleutianusと S. melanostictusが

混同されている可能性が高い．その後，Barsukov (1968)は

かつてメバル属が含まれていたフサカサゴ科 Scorpaenidae

の分類学的研究において S. melanostictusが S. aleutianusと

色彩以外の明確な差異が認められないことから同種であ

る可能性を指摘した．これを参照した金山・北川（1983）

や尼岡（1984）などは S. melanostictusを S. aleutianusの新

参異名として扱うとともに，S. aleutianusを日本産種とし

て扱い標準和名アラメヌケを適用しており，中坊（1993, 

2000b）もこれらの見解を踏襲している．なお中坊（2000b: 

586）が示した S. aleutianusのスケッチには，体の上半部

に小さな暗色斑が描かれており，その他の形態的特徴や分

布などの情報についても Orr and Hawkins (2008)によって

示された S. melanostictusの特徴によく一致する．Orr and 

Hawkins (2008)は S. aleutianusおよび S. melanostictusを再

記載し，それぞれを北東太平洋（日本含まず）および北

部太平洋広域（日本を含む）に分布し，形態的・遺伝的

特徴により互いに識別される有効種として扱ったが，そ

れぞれに適用すべき和名については検討を行っていない．

中坊・甲斐（2013）は Orr and Hawkins (2008)の見解に則

り，これまで日本近海において S. aleutianusとして認めら

れていた種は S. melanostictusに同定されるものであると

し，S. melanostictusに対して標準和名アラメヌケを適用し

たが，この際にかつて S. melanostictusに適用されていた標

準和名ゴマアコウの有効性については検討していない．そ

の後，日本国内で出版された主な S. melanostictusを取り

扱った文献において，中坊・甲斐（2013）を踏襲する形で

S. melanostictusには一貫して和名アラメヌケが適用されて

いる（例えば中坊・平嶋，2015；尼岡ほか，2020；甲斐，

2022）．

すなわち，現在までに S. melanostictusという種に対し

てこれまでにゴマアコウとアラメヌケの 2つの和名が適用

された経緯があり，この種に対していずれの和名を適用す

べきかについての議論はいまだになされていない．しか

し，少なくとも 1983年以降のおよそ 40年間にわたりゴ

マアコウはこのタクソンに対する有効な標準和名として

扱われていない（金山・北川，1983；尼岡，1984；中坊，

1993, 2000b；中坊・甲斐，2013；尼岡ほか，2020；甲斐，

Fig. 4. Distributional records of Sebastes melanostictus. Open and closed circles indicate present record (Tango Peninsula, Sea of Ja-
pan) and previous records, respectively.
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2022）．日本魚類学会によって提唱されている「魚類の標

準和名の命名ガイドライン」の 2.1条は標準和名を分類学

的単位（タクソン）に対して与えられる固有の名称と定め

ており，2.2条は日本産の魚類の標準和名は原則として「日

本産魚類検索：全種の同定，第 2版」（中坊，2000a）を起

点とするとしている．これらを踏まえ，本研究ではかつ

て S. melanostictusに適用されていた標準和名であるゴマ

アコウを無効なものとして扱うとともに，中坊（2000b）

が示したスケッチが Orr and Hawkins (2008)の示した S. 

melanostictusによく一致し，その際に示された分布域も現

在知られるものと相違がないために，中坊（2000b）が標

準和名アラメヌケを適用したタクソンを S. melanostictusに

同定されるものと判断し，S. melanostictusに対し標準和名

アラメヌケを適用した．

他方，現在 S. aleutianusに適用すべき和名については

2013年以降に検討された経緯が無く，日本に輸入される

外国産魚類の標準和名についてまとめた，おさかな普及セ

ンター資料館（2021）においても本種に適用すべき和名

については示されていないため，現在本種に適用すべき和

名は存在しない．なお，現在までに S. aleutianusは日本に

おける分布が確認されていない（Orr and Hawkins, 2008；

中坊・甲斐，2013；本村，2022）．
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